
ヒトゲノム解読の終了と
今後の研究展開について

（最近の科学技術の動向）

第２７回総合科学技術会議

平成１５年４月２１日



１．遺伝子の構造の発見（1962年ノーベル賞）

ジェームズ・ジェームズ・ジェームズ・ジェームズ・DDDD・・・・ワトソン博士ワトソン博士ワトソン博士ワトソン博士とととと
フランシスフランシスフランシスフランシス・クリック・クリック・クリック・クリック博士博士博士博士



遺伝子　⇒　　　生命の設計図遺伝子　⇒　　　生命の設計図遺伝子　⇒　　　生命の設計図遺伝子　⇒　　　生命の設計図

ＤＮＡＤＮＡＤＮＡＤＮＡ ⇒　　　遺伝子の本体⇒　　　遺伝子の本体⇒　　　遺伝子の本体⇒　　　遺伝子の本体
（デオキシリボ核酸）　（デオキシリボ核酸）　（デオキシリボ核酸）　（デオキシリボ核酸）　

ゲノム　⇒　　　生物の全遺伝情報ゲノム　⇒　　　生物の全遺伝情報ゲノム　⇒　　　生物の全遺伝情報ゲノム　⇒　　　生物の全遺伝情報
ヒトは、ヒトは、ヒトは、ヒトは、30303030億塩基対億塩基対億塩基対億塩基対

ゲノミクス　⇒　遺伝情報の学問ゲノミクス　⇒　遺伝情報の学問ゲノミクス　⇒　遺伝情報の学問ゲノミクス　⇒　遺伝情報の学問
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　全塩基配列解読　全塩基配列解読　全塩基配列解読　全塩基配列解読
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　遺伝地図作成　等　遺伝地図作成　等　遺伝地図作成　等　遺伝地図作成　等

２．遺伝情報は何に書き込まれているか？２．遺伝情報は何に書き込まれているか？２．遺伝情報は何に書き込まれているか？２．遺伝情報は何に書き込まれているか？

DNAの二重らせん構造

Adenine Cytosine

Guanine Thymine



３．設計図はどこにあるか？３．設計図はどこにあるか？３．設計図はどこにあるか？３．設計図はどこにあるか？
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神戸大学
近江戸伸子助教授



DNADNADNADNA
（（（（遺伝子）遺伝子）遺伝子）遺伝子）

DNAを鋳型にした
RNAの合成

RNARNARNARNA

タンパク質タンパク質タンパク質タンパク質

タンパク質の合成

アミノ酸

４ ． 遺 伝 子 か ら タ ン パ ク 質 は
　 ど う 合 成 さ れ る か ？
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５．ポストゲノムへの展開

遺伝子の機能の解明遺伝子の機能の解明遺伝子の機能の解明遺伝子の機能の解明

ＲＮオームＲＮオームＲＮオームＲＮオーム

プロテオームプロテオームプロテオームプロテオーム

遺伝子の個人差（ＳＮＰｓ）遺伝子の個人差（ＳＮＰｓ）遺伝子の個人差（ＳＮＰｓ）遺伝子の個人差（ＳＮＰｓ）

DNADNADNADNA配列は解読された。⇒配列は解読された。⇒配列は解読された。⇒配列は解読された。⇒ デジタル情報デジタル情報デジタル情報デジタル情報

今後、今後、今後、今後、各遺伝子の機能解明が必要各遺伝子の機能解明が必要各遺伝子の機能解明が必要各遺伝子の機能解明が必要((((何が書かれている？）何が書かれている？）何が書かれている？）何が書かれている？）

生命現象は、アナログ生命現象は、アナログ生命現象は、アナログ生命現象は、アナログ

生命の理解と応用生命の理解と応用生命の理解と応用生命の理解と応用

（（（（A,G,T,CA,G,T,CA,G,T,CA,G,T,C））））



６．ゲノムおよびポストゲノム研究の応用

テイラーメイド医療テイラーメイド医療テイラーメイド医療テイラーメイド医療

　　病気のかかりやすさ　　病気のかかりやすさ　　病気のかかりやすさ　　病気のかかりやすさ

　　薬の種類と量　　薬の種類と量　　薬の種類と量　　薬の種類と量

創薬創薬創薬創薬

再生医療、遺伝子治療再生医療、遺伝子治療再生医療、遺伝子治療再生医療、遺伝子治療

食料の増産食料の増産食料の増産食料の増産

有用物質の産生有用物質の産生有用物質の産生有用物質の産生

環境への対策環境への対策環境への対策環境への対策



７ . 一 塩 基 の 違 い （ S N P ） で
　 病 気 の か か り や す さ が 違 う

ＴＴＴＴ
遺伝子

酵素

反応部位 反応部位

高効率高効率高効率高効率 低効率低効率低効率低効率

酵素反応

がん、糖尿病、神経症など病気のかかりやすさの違い

AAAA



８. ゲノム情報の創薬への応用

標的タンパク質標的タンパク質標的タンパク質標的タンパク質
（増殖信号を（増殖信号を（増殖信号を（増殖信号を
細胞内へ伝える）細胞内へ伝える）細胞内へ伝える）細胞内へ伝える）

薬（増殖信号を薬（増殖信号を薬（増殖信号を薬（増殖信号を
遮断する）遮断する）遮断する）遮断する）

細胞内増殖信号細胞内増殖信号細胞内増殖信号細胞内増殖信号

増殖因子増殖因子増殖因子増殖因子

がんががんががんががんが
増殖する増殖する増殖する増殖する がん増殖をがん増殖をがん増殖をがん増殖を

抑える抑える抑える抑える

核核核核

がん細胞がん細胞がん細胞がん細胞

核核核核

がん細胞がん細胞がん細胞がん細胞

がんががんががんががんが
増殖する増殖する増殖する増殖する がん増殖をがん増殖をがん増殖をがん増殖を

抑える抑える抑える抑える

核核核核

がん細胞がん細胞がん細胞がん細胞



黄色い輪で示したDNAが血管新生を促し虚血を治療する。

血管

９ . 再 生 医 療 へ の 展 開 （ １ ）

遺伝子導入によって遺伝子導入によって遺伝子導入によって遺伝子導入によって
血管の新生を促す血管の新生を促す血管の新生を促す血管の新生を促す

遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子

大阪大学　森下竜一　教授



１ ０ . 再生医療への展開（ ２ ）

体 性 幹 細 胞体 性 幹 細 胞体 性 幹 細 胞体 性 幹 細 胞
胚 性 幹 細 胞胚 性 幹 細 胞胚 性 幹 細 胞胚 性 幹 細 胞

ゲ ノ ム 情 報ゲ ノ ム 情 報ゲ ノ ム 情 報ゲ ノ ム 情 報

精 密 な精 密 な精 密 な精 密 な
分化誘導分化誘導分化誘導分化誘導

脳神経細胞へ脳神経細胞へ脳神経細胞へ脳神経細胞へ

軟骨組織細胞へ軟骨組織細胞へ軟骨組織細胞へ軟骨組織細胞へ

心 筋 細 胞 へ心 筋 細 胞 へ心 筋 細 胞 へ心 筋 細 胞 へ

骨芽細胞へ骨芽細胞へ骨芽細胞へ骨芽細胞へ

国立育成医療センター　秦淳一　所長



１ １ . ポ ス ト ゲ ノ ム 科 学
- 重層的アプローチ -

ゲノム

RNオーム
トランスクリプトーム

プロテオーム

フィジオーム

ヒトゲノムの塩基配列解読は終了した。ヒトゲノムの塩基配列解読は終了した。ヒトゲノムの塩基配列解読は終了した。ヒトゲノムの塩基配列解読は終了した。
しかし生命の理解は、いよいよこれからしかし生命の理解は、いよいよこれからしかし生命の理解は、いよいよこれからしかし生命の理解は、いよいよこれから

cDNAの活用

DNA

RNA

タンパク質

細胞

組織・個体


